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本

明
朗
鷹
鱗
著
四
部
正
詔

清
挑
際
恒
著

古
今
偽
書
考

究
玉
柏
昔
話
疑

清
劉
達
線
著
左
氏
春
秋
考
芳

書
序
研

究
鄭
樵
著
諸
所
妄

宋
高
似
薄
着
子
鴨

明
朱
演
者
諸
子
緋

.

雀
東
壁
遺
書

史
記
白
文
(
徐
文
珊
共
鮎

)

十
八
､
九
｡

横
赦

十
八
､
言
｡

同

十
九
､
三
｡

同

竺
'
七
｡

同

空
､
言

｡

同同同

室
,
六

.

亜
醐
蓋

恥

豊
､

北
平
研
究
院

一

菌
苔
研
究
講
義

侶
菩
通
検

孟
妻
女
故
事
研
究

(
燕
京
拳
報
専
洗
之
(
)

第
コ
1.11一､四
'六
冊

一三

-

景
山
書
証

豊
｣
二
｡

恰

俳
燕
豪
放

弟
コ
コ
11冊

宅
､
四-
一ハ
'
1(
民
俗
叢
書
)

蘇
革
的
塘
棄
(劉
露
草
共
著
)

妙
峰
山

顧
碩
剛
氏
の
経
歴
と
学
術

顧
藷
剛
氏
の
現
代
の
支
那
古
代
史
拳
､
香

山
般
に
支
那
図
解

の
宥
ゆ
る
傑
域
に
亘
っ
た
絢
欄
た
る
葉
蟻
を
阿
顧
す
る
こ
と
は

1
見
極
め
て
大
腰
'
且
つ
岡
難
な
仕
事
で
あ
る
.
鼓
に
掲
げ
た

著
作
日
銀
の
如
き
'
脱
漏
の
な
き
を
保
し
難
い
の
は
勿
論
で
あ

る
･｡
之
に
反
し
て
顧
嶺
剛
氏
の
畢
風
の
特
質
'
頃
誼
剛
氏
の
古

史
研
究
方

法
の
醇
展
を
語
る
事
は
､
或
意
味
に
於
て
は
容
易
な

事
業
で
あ
る
｡
氏
に
は
古
史
所
弟

7
冊
自
序
等
の
如
き
､
自
身

の
畢
術
の
経
歴
を
自
越
せ
る
長
篇
の
文
章
が
あ
る
C
氏
は
不
断

＼
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～

に
草
間
研
究
方
法
を
自
省
し
批
判
し
､
そ
の
次
第
に
形
成
さ
れ

て
来
た
過
程
を
見
事
な
輩
に
よ
り
客
観
的
に
表
現
し
て
ゐ
る
｡

顧
讃
剛
氏
が
現
代
文
郵
開
塾
鼎
に
凋
歩
す
る
所
以
は
'
掌
に
そ

の
研
究
方
法
が
凋
異
で
あ
る
と
云
ふ
よ
り
は
'
誰
よ
り
も
自
ら

の
研
究
方
法
を
最
も
明
瞭
に
意
識
し
て
ゐ
る
鮎
に
存
す
る
と
云

っ
て
も
過
言
で
な
い
O
以
下
簡
翠
に
桁
氏
の
倦
記
を
叙
L
t
そ

の
多
面
な
拳
的
活
動
を
通
じ
て
'

一
貫
す
る
研
究
方
法
の
進
化

の
跡
を
辿
っ
て
見
た
い
｡

顧
讃
剛
氏
は
江
蘇
呉
願
の
人
'
光
緒
十
九
年

(
一
八
九
三
)

蘇
州
の
有
名
な
蕃
家
に
生
れ
た
｡
幼
時
家
庭
及
私
塾
に
於
て
古

典
の
教
養
を
受
け
'
郷
里
の
小
峯
中
拳
に
進
み
'
次
第
に
異
常

な
好
塾
多
講
の
性
を
な
し
た
.
民
図
二
年
北
京
に
遊
拳
'
北
京

大
挙
像
科
に
入
畢
し
た
.
入
畢
常
初
暫
-
北
京
の
戯
劇
の
糞
妙

に
酔
払
戯
迷
時
代
を
送
っ
た
が
､
そ
の
間
､
尊
大
炎
の
囲
拳
講

習
倉
に
参
じ
'
次
第
に
軽
挙
古
今
文
勢
派
の
論
軍
に
心
を
引
か

れ
､
民
国
川
年
休
畢
し
て
拓
殖
病
を
養
ふ
の
問
､
清
代
経
畢
拳

派
の
封
立
の
由
来
を
趣
め
ん
と
し
て
'
清
代
塾
術
史
を
研
究
､

｢
清
代
著
述
孝
｣
を
中
心
と
す
る
目
録
拳
的
著
述
の
稿
を
篤
し

た
.
民
国
六
年
病
癒
え
就
拳
'
胡
適
の
哲
畢
史
の
講
義
を
聴
き

頗
る
傾
倒
し
た
｡
民
図
六
年
夫
人
の
病
に
逢
ひ
､
自
身
の
病
も

再
替
､
七
年
に
至
-
ま
た
休
畢
錆
瑚
し
た
.
そ
の
間
北
京
大
挙

の
歌
謡
採
集
事
業
起
る
に
合
し
'
蘇
州
の
民
話
を
採
集
し
て
､

｢
呉
歌
甲
集
｣
の
底
稿
を
成
し
､
庚
に
納
連
と
の
書
信
往
来
､

桃
際
促
の

｢
古
今
俗
書
考
｣
の
標
瓢
を
行
っ
た
o
之
よ
り
排
佑

家
の
著
述
を
集
め
る
斯
鷹
叢
刊
の
計
割
は
蓉
端
す
る
｡

北
京
大
挙
卒
業
後
'
尉
書
館
編
目
の
職
を
奉
じ
､
攻
で
十
年

春
北
京
大
挙
研
究
所
開
塾
門
助
教
と
な
っ
た
が
'
翌
十

一
年
組

母
の
病
に
よ
り
三
度
鐸
郷
'
商
拷
印
書
館
に
中
畢
本
国
史
教
科

書
編
纂
を
喝
せ
ら
れ
'
そ
の
稿
本
は
遂
に
未
完
成
に
経
っ
た
が

詩
書
論
語
中
の
上
古
史
樽
説
を
整
理
せ
ん
と
し
た
試
み
か
ら
'

因
ら
ず
尭
舜
南
が
西
周
以
後
'
次
第
に
面
よ
り
進
化
し
て
賓
春

の
帝
王
と
な
っ
た
俸
説
の
奨
特
に
乗
付
‥い
た
｡
民
国
十

二
年

｢
興
銀
玄
洞
論
右
史
書
｣
は
此
の
哲

H
を
述
べ
た
が
､劉
掩
撃

別
室
人
の
猛
烈
な
緋
難
を
受
け
､
顧
氏
復
榊
封
時
し
て
再
三
議

論
が
上
下
さ
れ
た
｡
此
の
論
争
は
氏
を

一
勢
に
し
て
畢
鼎
の
最

前
線
に
推
し
出
し
､
之
に
関
す
る
論
文
は
氏
に
は
無
断
で
背
教

仁
な
る
人
に
ょ
り
古
史
計
論
集
が
編
せ
ら
れ
､
梁
挨
塩ー
書
館
か

ら
田
版
さ
れ
た
｡
之
に
健
ら
ぬ
氏
は
此
の
論
寧
以
外
に
も
主
と

し
て
,
古
典
の
本
文
批
評
を
課
鮫
と
す
る
現
代
単
著
の
著
作
を

贋
-
墳
集
し
て
古
史
嬰

空

相
を
民
国
十
五
年
出
版
し
た
｡

民
国
十
五
年
秋
､
屋
門
天
拳
固
拳
院
教
授
に
任
じ
た
氏
は
'

間
も
無
-
畢
校
騒
動
に
坐
し
て
逐
は
れ
'
虜
州
の
中
山
大
挙
文

革
院
歴
史
系
主
任
に
柁
じ
た
が
'
之
も
永
緯
せ
ず
､
十
八
年
遂

に
北
上
し
て
燕
京
大
拳
の
教
授
と
な
っ
た
｡
此
の
間
の
氏
の
古

代
史
研
究
の
葉
は
'
重
に
民
図
十
九
年
出
版
の
古
史
嬰

壁

面

に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
､
量
は
極
め
て
少
-
て
'
倭
に
十
五
年
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の
作
で
後
年
の
市
史
歴
史
地
理
研
究
の
発
振
を
な
す

｢
秦
洗
流

7
的
山
水
和
戦
図
人
封
於
世
界
的
想
像
｣
と
梢
之
に
発
ち
'
十

三
年
頃
の
作
で
亡
国
の
主
た
る
愚
玉
村
の
事
蹟
が
､
周
初
以
後

が
後
代
の
文
献
に
下
る
程
多
-
の
悪
事
を
附
加
さ
れ
て
行
-
偉

説
の
進
化
を
取
扱
っ
た

｢
肘
恵
七
十
事
野
生
的
次
第
｣
が
注
目

さ
れ
る
の
み
で
あ
る
｡

此
時
期
に
於
け
る
氏
の
活
動
の
主
た
る
場
面
は
'
別
の
分
野

に
あ
っ
た
｡
常
時
鹿
東
中
山
大
草
に
起
さ
れ
た
民
俗
拳
骨
及
び

北
京
大
挙
歌
論
研
究
禽
両
方
面
の
刺
戟
に
よ
り
､
十
五
年
､
前

述
の

｢
呉
歌
甲
集
｣
の
稿
を
出
版
し
た
を
始
め
と
し
て
､

一
七

年
よ
-
十
八
年
に
か
け
て
は
､
詩
経
の
鄭
風

｢有
女
同
率
篇
｣

に
見
え
る

｢
孟
妻
｣
は
英
夫
の
戸
に
就
い
て
城
下
に
突
し
た
と

云
ふ
杷
梁
の
妻
と
同
じ
-
､
美
女
の
通
名
で
あ
る
こ
と
に
気
付

き
'
旗
-
孟
妾
を
主
題
と
し
た
故
事
倦
説
を
採
集
し
て
､
孟
妻

女
故
事
研
究
三
冊
､
そ
の
他
の
民
俗
拳
的
な
著
作

を

詩
出
し

た
o
此
等
と
祁
並
行
し
て
民
俗
塾
的
歌
謡
採
集
の
鰭
駿
に
Hl
匪

し
て
､
近
代
歌
論
と
詩
経
の
詩
篇
と
の
形
式

の
比
較

に
立
論

し
､
胸
臆
を
直
押
し

一
定
の
形
式
を
踏
ま
ぬ
近
代
の
歌
論
徒
歌

に
似
ず
'
重
奏
復
布
の
多
い
詩
経
の
篤
は
自
然
静
生
的
な
民
話

自
照
に
非
す
し
て
.
職
業
的
な
架
工
が
栗
に
合
は
せ
る
た
め
に

調

へ
た
聖
歌
で
あ
る
と
主
張
し
た

｢
論
詩
経
所
録
全
馬
架
歌
｣

が
あ
る
｡
此
の
長
篇
を
首
と
し
､
詩
経
を
論
じ
た
短
文
は
民
図

二
十
年
EC
版
の

｢
宕
史
桝
｣
弟
三
相
の
後
年

に
裸
線
せ
ら
れ

る
｡燕
京
大
象
教
授
に
任
じ
､
北
京
に
定
任
し
た
以
後
漸
く
精
力

を
牧
草
に
集
中
す
る
の
暇
を
待
て
､
年
来
模
索
し
葬
っ
た
古
史

研
究
の
方
法
論
を
'
嘗
詮
に
移
さ
ん
と
す
る
氏
の
拳
的
所
動
が

爆
静
的
に
興
っ
た
｡
燕
京
畢
報
∴
準
大
月
刊
及
び
史
畢
年
報
-

民
国
十
八
年
恐
ら
-
氏
の
主
唱
の
下
に
､
成
立
し
た
ら
し
い
燕

京
歴
史
拳
骨
の
機
関
誌
-
特
に
後
者
を
通
七
て
薄
々
力
作
が
蓉

表
さ
れ
た
｡
十
年
の
作

｢
周
易
卦
史
郎
中
的
故
事
｣
は
周
易
更

新
中
に
'敷
代
の
古
帝
王
事
亥
･高
宗
･帝
乙
及
び
周
初
の
笑
子
･

康
侯
の
故
事
を
賢
兄
L
t
之
を
西
周
の
作
品
と
L
t
之
と
比
較

し
て
易
橡
に
於
け
る
尭
舜
畔
譲
･湯
武
革
命
･封
鐸

･
観
象
制
器

の
故
事
見
え
ざ
る
こ
と
に
ょ
少
､
易
倍
を
秦
渡
の
作
と
決
定
し

た
.
｢
論
易
紫
郎
倦
申
観
象
制
裕
的
故
事
｣
と
共

に
古
史
桝
第

三
冊
の
前
年
の
主
要
部
を
構
成
す
る
｡

先
秦
の
控
籍
に
現
は
れ
る
古
史
観
念
の
賢
達
を
間
組
と
し
た

顧
氏
は
､
前
記
の
論
文
静
表
の
前
後
か
ら
､
漸
-
秦
代
南
淡
の

畢
術
思
想
史
に
興
味
を
持
ち
､
儒
家
経
典
に
反
映
す
る
秦
疾
思

想
の
影
響
を
重
税
し
始
め
た
Q

l
九
年
の
作

｢
五
徳
終
始
下
的

政
治
和
歴
史
｣
は
斉
の
覇
宿
よ
り
秦
狭
､
王
葬
に
至
る
五
行
思

想
の
歴
史
'
そ
の
道
統
論
の
演
愛
を
取
扱
っ
た
｡
之
を
中
心
と

＼

し
て
決
の
今
古
文
拳
派
問
題
に
関
す
る
論
文
を
輯
め
て
'
二
十

四
年
'
古
史
餅
第
五
冊
が
成
っ
た
｡
二
十
四
年
印
行
の

｢
漠
代

畢
術
史
略
｣
の
軍
布
本
は
tE
代
思
想
史
研
究
の
出
費
胤
と
し
て
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瑛
代
思
想
の
展
開
を
究
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
｡
従
来
萌
沫
末

苗
文
革
派
の
興
起
を
論
す
る
今
文
革
者
は
､
王
弊
時
代
劉
融
を

中
心
と
す
る
古
文
家
説
を
攻
撃
'
劉
軟
に
よ
る
古
典
の
奨
攻
が

稲

へ
ら
れ
た
が
､
簡
氏
に
於
て
は
'
王
葬
の
纂
奪
を
拳
的
に
反

映
す
る
劉
軟
に
よ
る
経
書
攻
撃
よ
り
'
吏
に
一
時
代
下
-
'
後

残
光
武
帝
の
中
興
が
､
古
文
家
説
に
影
響
し
た
鮎
を
明
ら
か
に

せ
ん
と
す
る
鮎
に
於
て
'

一
歩
を
進
め
て
ゐ

る
事
注
意

せ
ら

る
o
顧
氏
の
最
近
の
著
作

｢
夏
史
三
論
｣
に
は
書
序
及
左
橡
に

見
え
る
夏
帝
少
康
の
夏
宝
再
興
の
俸
詮
は
'
古
文
家
に
よ
り
東

準
初
年
に
'
光
武
帝
再
興
の
史
賓
を
潤
色
し
た
故
事
で
あ
る
こ

と
を
詮
明
せ
ん
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
｡

民
図
二
十
年
以
後
に
壇
出
し
た
氏
の
論
文
は
多
方
面
に
亘
っ

て
屠
り
'
逐
年
的
に
之
を
紹
介
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で

あ
る
O
我
等
は
こ
1

に
二
三
の
主
要
な
方
向
に
就
て
語
ら
う
.

願
氏
は
早
-
腐
州
に
あ
っ
た
時
代
､
瑛
代
以
前
中
国
人
朗
世

界
観
念
を
間
組
と
L
t
後
に
商
倦
説
の
批
判
に
於
て
'
商
買
九

州
よ
-
し
て
古
代
の
歴
史
地
理
的
知
識
の
覆
展
'
そ
の
儒
教
経

典

へ
の
反
映
を
取
上
げ
た
｡
氏
の
燕
京
大
単
に
於
け
る

｢
備
蓄

研
究
講
義
｣
の
印
行
さ
れ
た
内
に
於
て
'
尭
典
の
亮
の
十
二
州

を
撃
め
た
と
の
記
事
は
'
武
帝
の
十
二
部
刺
史
の
典
故
と
し
てヽ

纂
入
せ
し
め
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
o
之
は
謬
其
礎
氏

そ

の
他
の
戊
封
に
よ
っ
て
問
返
と
な
少
'
更
に
決
代
に
於
け
る
州

制
の
研
究
に
導
き
'
二
十
三
年
成
っ
た

｢
爾
浅
州
制
考
｣
の
碓
′

籍
を
生
ん
だ
｡
経
典
の
本
文
批
評
か
ら
し
て
歴
史
地
理

･
沿
革

地
理
へ
の
関
心
が
点
っ
た
｡
民
図
二
十
三
年
此
の
関
心
が
主
動

機
と
な
っ
て
､
氏
の
提
唱
下
に
支
那
歴
史
沿
革
地
理
を
研
究
せ

ん
と
す
る
畢
術
陶
鰹
垂

見
拳
骨
が
成
立
し
'
機
関
難
詰
垂

見
牛

月
刊
が
創
刊
せ
ら
れ
た
｡
氏
の
熱
烈
な
研
究
心
は
幾
多
の
支
那

の
多
方
面
の
古
代
史
単
著
を
此
方
向
に
動
員
L
t
着
々
成
績
を

拳
げ
っ
-
あ
る
｡

(那
貢
に
就
て
は
本
誌
1
番
二
親
森
鹿
三
氏
の
｢
南

涯
の
人
々
｣
及
二
番
五
統
日
比
野
丈
夫
氏
南
京

三
周
牢
記

統
批
評
参

氏
は

一
方
に
於
て
'
民
国
二
十
四
年
七
月
か
ら
北
平
研
究
院

に
鰐
さ
れ
歴
史
組
の
主
任
と
な
り
､
鼓
か
ら
も
考
苗
組
と
協
同

し
て
雑
誌
史
撃
集
刊
が
賢
行
せ
ら
れ
た
｡
氏
は
今
は
燕
京
大
畢

及
び
上
記
の
二
機
関
を
通
じ
て
､
氏
の
畢
術
を
恭
ふ
好
塾
の
青

年
畢
徒
を
晦
下
に
網
羅
し
て
'
青
年
畢
徒
と
の
合
作
の
下
に
大

作
を
弊
衣
し
っ
1
あ
る
O

儒
家
道
統
論
､
経
典
に
現
れ
る
古
史
観
念
､
儒
家
の
侍
承
す

る
古
史
俸
諭
を

T
の
故
事
説
話
の
演
撃
の
過
程
と
し
て
'
説
明

せ
ん
と
す
る
試
み
は
楊
同
室
と
の
共
著

｢
三
豊
考
｣
に
も
現
れ

る
｡
前
述
の
董
善
業
と
の
共
著

｢
夏
史
三
諭
｣
も
亦
此
の
類
に

入
る
｡
氏
の
多
年
の
古
典
本
文
批
評
を
中
心
と
し
た
'
多
方
面
に
亘

っ
た
古
史
研
究
の
結
果
を
要
約
し
､
古
史
研
究
の
将
来
の
見
透

し
を
述
べ
た
も
の
が
､
二
十
四
年
に
出
た

｢
戦
闘
秦
漢
人
的
造

鷹
輿
朗
備
｣
で
あ
っ
て
'
氏
の
畢
術
の
精
華
は
此

一
篇
に
轟
き
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る
と
云
っ
て
も
過
言
で
な
い
｡
二
十
五
年
董
書
葉
と
の
助
力
の

下
に
成
っ
た

｢
稀
譲
俸
説
起
子
墨
家
考
｣
は
前
著
の
一
部
分
を

附
宿
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
'
経
典
に
侍

へ
る
尭
舜
鐸
譲
の
偉
説

が
t.
本
来
は
戦
国
時
代
の
墨
家
に
行
は
れ
た
故
事
を
儒
豪
か
借

用
し
来
っ
た
こ
と
を
鮮
か
に
論
語
し
て
ゐ
る
｡

顧
誼
剛
氏
の
経
歴
､
拳
的
活
動
の
跡

は
大
腰
紹
介

し
終

へ

た
｡
次
に
氏
の
拳
問
上
の
立
場
､
氏
の
古
史
研
究
方
法
に
就
て

三
日し
た
い
｡
氏
の
畢
問
上
の
立
場
が
前
時
代
及
同
時
代
の
1

股
の
図
単
著
と
胡
異
す
る
鮎
は
'
純
粋
に
科
挙
的
-
或
は
之
を

史
単
的
と
云
っ
て
も
よ
い
t
な
立
場
を
と
る
こ
と
に
あ
る
.
氏

は
第

一
に
挺
率
に
非
常
に
深
い
関
心
と
造
詣
を
有
す
る
に
拘
ら

ず
~
笹
沢
的
な
偏
見
な
く
､
今
古
文
両
沢
の
長
所
を
よ
-
綜
合

し
て
ゐ
る
｡
笹
沢
的
な
軽
挙
を
揚
粟
し
て
料
単
的
な
史
拳
の
立

場
に
立
つ
鮎
に
於
て
'
清
末
民
図
初
の
鮭
笹
者
と
異
る
｡

次
に
重
要
な
る
こ
と
は
'
氏
に
於
て
は
政
治
的
な
随
心
に
よ

り
畢
術
が
煩
さ
れ
な
い
鮎
で
あ
る
O
民
閥
初
年
の
国
軍
者
'
例

へ
ば
氏
の
師
で
あ
り
'
方
法
論
に
於
て
も
非
常
に
大
な
る
影
響

を
受
け
た
胡
適
氏
と
の
剃
異
鮎
は
蓋
に
あ
る
｡
民
国
初
の
五
四

連
動
等
の
啓
蒙
主
薬
単
著
は
.
碓
氷
古
典
単
著
､の
信
芯
主
童
に

反
封
し
て
疑
苫
主
義
を
主
張
し
'
儒
教
的
偶
像
の
破
壊
に
全
力

を
志
し
た
O
顧
讃
剛
氏
は
此
間
に
あ
っ
て
､
侍
斯
年
氏
の
如
き

熱
烈
な
る
苦
行
論
者
を
友
と
し
な
が
ら
､
専
ら
拳
問
に
専
心
し

た
O
氏
に
於
て
偶
像
破
壊
は
何
等
の
政
治
的
の
も
の
を
含
ま
す

純
粋
に
車
間
上
の
問
返
で
あ
る
｡

氏
は
科
挙
主
義
を
と
る
が
故
に
､
政
治
的
拳
派
的
偏
見
な
く
＼

有
ゆ
る
拳
術
の
分
科
の
専
門
聾
者
の
糞
銭
を
尊
重
す
る
｡

一
般

に
今
文
革
の
影
響
を
被
っ
た
礎
右
派
JU
封
立
し
て
､
王
国
推
氏

を
始
め
と
し
､
現
代
の
甲
骨
全
文
拳
の
一
派
は
樺
右
派
と
柄
せ

ら
れ
る
｡
顧
讃
剛
氏
は
此
等
の
樺
右
派
の
仕
事
に
も
敬
意
を
排

ひ
'
考
古
挙
上
の
結
果
と
共
に
利
用
を
怠
ら
な
い
｡
然
し
種
苗

操
の
苗
文
献
の
利
用
の
仕
方
に
､
本
文
批
判
的
な
考
慮
の
な
い

こ
と
を
非
難
し
て
ゐ
る
｡然
し
他
の
分
科
の
尊
重
す
る
と
共
に
'

自
ら
の
専
門
分
科
を
古
典
本
文
批
評
を
中
心
と
す
る
古
史
研
究

に
厳
密
に
限
定
し
て
ゐ
る
./
多
方
面
の
問
鰐
を

取
扱

ひ

っ
1

も
'
そ
の
研
究
方
法
の
1
貫
せ
る
は
貧
に
此
の
能
心度
に
よ
る
結

果
で
あ
る
｡

街
氏
の
本
文
批
評
の
立
場
､
古
史
研
究
方
法
の
生
成
に
関
し

て
は
､
氏
の
古
史
折
節

一
冊
自
序
が
詳
細
に
述
べ
る
盛
で
あ
っ

て
､
今
攻
め
て
鮮
述
す
る
を
要
せ
ぬ
で
あ
ら
う
｡
結
局
に
於
て

氏
の
方
法
は
朗
適
氏
に
負
ふ
所
最
も
多
い
こ
と
は
疑
ふ
験
地
が

な
い
｡
鯛
適
氏
の
注
意
に
よ
り
'
酒
代
の
朗
偽
家
桃
際
怪
及
び

雀
運
を
知
っ
た
と
云
ふ
の
み
で
は
な
い
｡
顧
氏
の
古
史
研
究
方

法
の
最
も
特
色
た
る
､
今
迄
不
動
の
歴
史
専
管
で
あ
る
と
信
ぜ

ら
れ
て
ゐ
た
古
経
典
史
希
の
記
事
を

一
つ
の
故
事
傍
証
と

孝

へ
'
そ
の
時
代
の
政
治
祉
曾
思
想
の
背
景
の
影
響
に
H
.る
､
潤

色
奨
化
の
過
程
を
開
明
せ
ん
と
す
る

1
位
の
文
化
史
的
な
考
詮
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法
は
､
苦
に
氏
の
自
白
す
る
所
で
は
胡
氏
の
近
代
文
勢
水
砕
俸

或
は
紅
桟
夢
の
考
詮
に
暗
示
を
受
-
る
の
で
あ
る
.
北
京
遊
撃

雷
初
の
戯
迷
時
代
の
経
験
が
戯
曲
の
構
成
法
を
知
ら
し
め
､
叉

戯
曲
に
現
れ
る
人
物
が
'
如
何
に
多
様
な
潤
色
を
被
る
か
を
教

へ
た
こ
と
も
此
方
法
の
成
立
に
重
要
な
契
機
を
な
す
.
更
に

1

時
民
俗
単
的
な
運
動
に
参
加
し
民
謡
の
採
集
を
行
ひ
'
或
は
草

地
に
土
俗
を
調
査
し
た
轄
駿
も
､
亦
少
か
ら
ざ
る
貢
献
を
し
て

ゐ
る
｡
我
等
は
最
後
に
問
鰐
と
し
た
S
の
は
'
氏
の
拳
術
と
我
が
国

の
支
那
革
と
の
朔
互
関
係
で
あ
る
｡
内
藤
湖
南
博
士
の

｢
椅
書

籍
攻
考
｣
や

｢
易
疑
｣
等
の
諸
篇
'
津

m左
右
吉
氏
の
思
想
史

的
研
究
､
或
は
家
父
の
山
海
控

･
商
貢
等
の
歴
史
地
理
的
研
究

の
諸
著
作
が
果
し
て
氏
の
眼
に
鳴
れ
､
氏
に
如
何
な
る
影
響
を

輿

へ
て
ゐ
る
か
は
､
重
大
な
間
接
で
あ
る
｡
此
の
鮎
に
開
し
氏

は
仝
-
獣
し
て
ゐ
る
が
'
恐
ら
く
多
少
の
暗
示
は
受
け
て
ゐ
る

で
あ
ら
う
O
然
し
之
等
の
暗
示
の
有
無
そ
の
程
度
如
何
は
問
蛙

と
し
て
'
豊
富
な
文
献
の
駆
使
､
徹
底
的
な
細
部
の
所
詮
に
於

て
は
重
-
氏
の
猫
特
の
も
の
が
あ
る
こ
と
は
言
を
保
た
ぬ
9

上
に
紹
介
し
た
橿
藷
剛
氏
を
主
導
と
す
る
､
古
史
桝
派
の
古

史
研
究
の
方
法
論
自
鰻
に
関
し
て
は
'
今
多
-

問
題
と
し
な

い
｡
古
史
史
料
の
批
判
と
軍
規
は
､
現
代
に
於
け
る
支
那
古
代

史
研
究
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
O
甲
骨
文
金
文
の
地
下
静

現
の
新
史
料
の
研
究
も
'
之
と
結
び
付
い
て
の
み
倍
倍
を
有
す

る
と
云
っ
て
よ
い
｡
覇
氏
の
門
下
に
は
陳
夢
家
を
始
め
と
し
て

此
の
意
圏
の
下
に
;I-
骨
文
金
文
を
研
究
し
っ
1
あ
る
若
き
笹
徒

が
あ
-
､
そ
の
将
来
の
襲
展
は
別
目
し
て
待
た
れ
る
｡
然
し
顧

氏
自
身
の
論
作
の
成
果
そ
の
も
の
に
臥
し
て
は
'
吾
人
に
は
餌

窓
に
充
た
ぬ
鮎
が
あ
る
｡
願
藷
剛
氏
の
鬼
女
作
と
も
云
ふ
べ
き

銭
玄
同

･
劉
摘
要
及
胡
叢
人
に
輿
へ
て
古
史
を
論
じ
た
書
中
に

提
出
さ
れ
た
商
は
動
物
で
あ
-
､
九
鼎
か
ら
出
た
と
云
ふ
突
飛

な
説
は
'
多
-
の
単
著
に
よ
り
反
封
を
受
け
讃
笑

さ
れ

て
ゐ

る
｡
氏
は
後
に
は
全
く

一
の
仮
設
と
し
て
自
ら
放
葉
し
て
仕
舞

っ
た
｡
尭
典
の
十
二
州
は
決
武
帝
の
州
別
免
制
の
反
映
せ
る
説

話
で
あ
る
と
の
氏
の
諭
も
'
同
様
に
し
て
多
少
修
正
の
運
命
に

沃
し
た
｡
最
近
の
力
作

｢夏
史
三
論
｣
に
就
て
も
~
史
記
に
於

け
る
苦
序
及
左
侍
の
纂
人
が
､
後
飯
時
代
に
行
は
れ
た
と
云
ふ

保
定
は
椅
十
分
に
諭
詮
さ
れ
て
ゐ
な
い
.
.も
し
之
が
誤
で
あ
れ

ば
'
恐
ら
く
金
牌
の
立
論
は
根
底
よ
り
崩
壊
し
去

る

で
あ

ら

ラ
.
氏
の
所
説
に
は
多
か
れ
少
か
れ
､
常
に
斯
の
如
き
弱
鮎
を

伴
っ
て
ゐ
る
｡
然
し

1
股
に
何
等
の
作
業
用
恨
設
を
持
た
ぬ
単

術
研
究
.
特
に
古
史
の
研
究
の
如
き
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
｡
′

翫
氏
に
あ
つ
て
は
極
め
て
大
胆
に
仮
設
が
立
て
ら
れ
､
然
も
そ

の
仮
定
が
明
瞭
に
意
識
し
て
､
適
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
透
っ

て
'
そ
の
恨
定
は
後
の
研
究
を
呼
起
し
漸
次
修
正
さ
れ
て
行
き

つ
1
あ
る
｡
-N
の
鮎
も
栢
氏
の
欠
陥
と
云
ふ
よ
-
は
'
寧
ろ
犬

な
る
長
所
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
｡

(小
川

茂
樹
)
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